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国立遺伝学研究所 丸 山 毅 夫
自然界に存在する種の間には交雑を防げる遺伝的隔離が発達していることはよく知られてい
る｡この機構については古 くからいろいろな仮説が提唱されてきた｡今まで調べられた実際例
をみると,隔離はいくつかの遺伝子座が関与し,そこには互に incompatibleな対立遺伝子が存
在することが多い｡たとえば,起源を同じにする2種をAとBとすると,互に相同な1個 (或
は数個)の遺伝子座に,種Aではα,種Bではβといった対立遺伝子がその遺伝子座で高い頻
度で存在する｡そして,A種内でαα個体は正常に生育し,同じように,B種内でββ個体は正
常である｡ところがA種とB種の交雑から生ずるαβ個体は死亡するとか或は生存力が極端に
低くなる｡しかし,共通祖先から由来する如何なる種も,はじめは遺伝的に同じで,互に交配
が可能なのであるから,種形成の過程で上に述べたような対立遺伝子の置換が少なくとも一方
の種に起きたことになる｡いま置換がB種で起きたとしよう｡ つまり,B種の集団で(.tからP
が生じ,次第に頻度を増して遂にβがB種全体に広がったとする｡ このような対立遺伝子αか
らβ-の置換は同一集団で容易に起こるものではない｡なぜなら,αもβもそれぞれのホモ接
合は正常であり,-テロ接合 αβ個体が不利であるため,どちらか頻度の低い方が消失する運
命にある｡ 唯,集団の大きさが比較的小さく,遺伝的浮動が働 くような状態の下では上述のよ
うな進化が可能となる｡
このような事情をふまえ,ここでは種分化の数学的モデルの解析を行なった｡まず集団は毎
代N個の二倍体生物からなり, 1つの遺伝子座が種分化に必要な不和合性を決定しているとす
る.そこにα1,α2,-･･･といった対立遺伝子が存在し,突然変異はαiからα汁1とαi-1- u/2
の確率で起こるとする｡α.a.,α2α2などのホモ接合とaLα乙-1或はα乙α汁 1のような突然変異を
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